
１０月２９日 

Ⅰテサロニケ 4:17 次に、生き残っている私たちが、たちまち彼ら

といっしょに雲の中に一挙に引き上げられ、空中で主と会うので

す。このようにして、私たちは、いつまでも主と ともにいること

になります。 

 

ベ ッ ク 兄 ： 20131028  「 も う ち ょ っ と ー ４ 」

https://youtu.be/Y5hCo1U-xoE 

 

 

・明日のことは分からなくても、イエスさまを信じる者には希望が

あり、前向きに歩むことができます。 

・聖書には、アダムからアブラハムまで二千年、アブラハムからイエ

スさままで二千年、そしてイエスさまから再臨まで二千年である

と語られています。 

・信じる者の目的は、この地上のことだけではなく、それ以上の永遠

のものを望み待ち望むことです。 

・空中再臨と地上再臨、そして千年王国の時を経て、新天新地を主は

ご計画し、啓示しておられるのです。 

・現代のこの時代において、信じる者は聖めと希望によって生き生

きと歩み、主を待ち望むことです。 

・最も良いことは、死んでからやって来るのであり、主の恵みは決し

て死で終わることはありません。 

・この世の肉体のからだから、天における栄光のからだに変えられ

ることを信じて待ち望みたい。 

・今の一時的な悲しみや苦しみ、悩みに目を向けるのではなく、主の

みこころとみことばによって慰められ、希望に満ちて歩みたいも

のです。 


